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早大･理工 相 沢 洋 二
保存系のカオスには,これまでもいくつかの普遍則が知られている｡(Greene,Kadanoff,
Mackay,etc)それらは或る種の周期軌道に注目する方法 (フアイゲンバウム･アプローチ)
に依存している｡ここではカオスとKAM トー ラスの境界に存在する新 しい統計的普遍則につ
いて最近我々が得た結果をレビューする｡
次の二つの基本的制約によって,KAM トー ラス近傍の運動には長時間相関がある｡
(a)写像の連続性に由来する淀み運動の出現
(b)島 トー ラスの階層的分布による多重エルゴ-ド運動の出現
その結果として,たと-ば トー ラス付近の運動の待ち時間分布が逆ベキ則に従い,パワー･ス
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